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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月7日(2011.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加圧により他の基板に一方の面が接合される基板の他方の面に接する接触面を有する接
触部と、
　前記接触部の周囲に沿って配され、前記接触部を介して前記基板が加圧されたときに前
記基板の周縁部に生じる応力集中を緩和する応力緩和部と、
　を有する基板保持部材。
【請求項２】
　前記接触部の周囲に配置されたフランジ部を備え、
　前記応力緩和部は、前記接触部と前記フランジ部との間に配置され、前記フランジ部か
ら前記接触部への応力の伝播を遮断する請求項１に記載の基板保持部材。
【請求項３】
　前記応力緩和部の厚さは、前記接触部の厚さよりも小さい請求項１または２に記載の基
板保持部材。
【請求項４】
　前記接触面は、保持する前記基板と等しい外形を有する請求項１から３のいずれか一項
に記載の基板保持部材。
【請求項５】
　前記応力緩和部は、前記接触部の外周に沿って形成された溝を含む請求項１から４のい
ずれか一項に記載の基板保持部材。
【請求項６】
　前記フランジ部の厚さは、前記接触部よりも薄く、前記応力緩和部は、前記フランジ部
と前記接触部との間に形成された段差を含む請求項２に記載の基板保持部材。
【請求項７】
　前記接触部の周囲に配置されたフランジ部を備え、
　前記応力緩和部は、前記フランジの側面に前記接触部に向けて形成された溝を有する請
求項１に記載の基板保持部材。
【請求項８】
　前記接触部の周囲に配置されたフランジ部を備え、
　前記応力緩和部は、前記接触面に連続して前記フランジ部に形成され、前記フランジ部
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の外周に向けて前記フランジ部の厚さが薄くなるように形成された傾斜面を有する請求項
１に記載の基板保持部材。
【請求項９】
　加圧により他の基板に一方の面が接合される基板の他方の面に接する接触面の外形と同
じ外形を有する基板保持部材。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９までのいずれか１項に記載された前記基板保持部材と、
　複数の基板を積層して挟んだ一対の前記基板保持部材に、前記基板保持部材の厚さ方向
に応力を加える加圧部と
　を備え、前記複数の基板を接合する接合装置。
【請求項１１】
　前記加圧部は、前記基板保持部材の前記接触面に対する裏面と等しいかより大きい外形
を有して前記裏面に接触する接触面を有する請求項１０に記載の接合装置。
【請求項１２】
　前記加圧部は、前記基板の他方の面と等しい外形を有し、前記基板保持部材の前記接触
面に対する裏面に接触する加圧面を有する請求項１０に記載の接合装置。
【請求項１３】
　一方の面が接合される一対の基板の一方の基板の他方の面に接する加圧面を有し、前記
一対の基板を加圧する加圧部と、
　前記加圧面の周囲に沿って配され、前記一方の基板が前記加圧部により加圧されたとき
に、前記一方の基板の周縁部に生じる応力集中を緩和する応力緩和部とを備える接合装置
。
【請求項１４】
　前記応力緩和部は、前記加圧面の外周に沿って前記加圧部に形成された溝を含む請求項
１３に記載の接合装置。
【請求項１５】
　前記加圧面は、前記一方の基板の外形と等しい外形を有する請求項１３または１４に記
載の接合装置。
【請求項１６】
　加圧により他の基板に一方の面が接合される基板の他方の面に接して加圧する加圧面が
、当該基板の外形と等しい外形を有する接合装置。
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